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資料２



大阪教育大学では、附属池田小学校事件の教訓を基に、

わが国の教育振興基本計画における

自助・共助・公助の理念の下に、

教職員，児童・生徒，保護者，地域が参加する

共感と協働に基づく

安全教育・安全管理・安全連携

を推進する新たな包括的な「学校安全」の取り組みとして、

「セーフティプロモーションスクール（ＳＰＳ）」
の普及を推進しています。



セーフティプロモーションスクールの7つの指標

指標１

（組織）
学校内に、「学校安全コーディネーター」等を中心とする学校安全推進のための「学校
安全委員会」が設置されている。

指標２

（方略）
学校において、「生活安全」・「災害安全」・「交通安全」の分野ごとに、セーフティプロ
モーションの考え方に基づいた「中期目標・中期計画（３年間程度）」が設定されている。

指標３

（計画）

学校安全委員会において、「中期目標・中期計画」に基づいた学校独自の学校安全推
進のための「年間計画」が、「安全教育」・「安全管理」・「安全連携」の領域ごとに具体的
に策定されている。

指標４

（実践）
「年間計画」に基づいて、学校安全委員会を中心に、学校関係者が参加して、学校安全
推進のための活動が年間を通じて継続的に実践されている。

指標５

（評価）

学校安全委員会において、実践された学校安全推進に関わる活動の成果が定期的に
報告され、それぞれ分析に基づく明確な根拠をもとに学校安全推進活動に対する評価
が行われている。

指標６

（改善）

学校安全委員会における次年度の「年間計画」の策定にあたって、それまでの活動成
果の分析と評価を参考に、当該校における学校安全に関わる実践課題の明確化と「年
間計画」の改善が取り組まれている。

指標７

（共有）

学校安全推進に関わる活動の成果が、当該の学校関係者や地域関係者に広報・共有
されるとともに、「協働」の理念に基づいて、国内外の学校への積極的な活動成果の発
信・共有と新たな情報の収集が継続的に実践されている。



「第３次学校安全の推進に関する計画」
（令和4年3月25日閣議決定）

「Ⅱ 学校安全を推進するための方策」

「１．学校安全に関する組織的取組の推進」

「（２）学校安全計画に基づく実践的な取組内容の充実」
の中で、

「第３次計画期間においては、セーフティプロモーションス
クールの考え方を取り入れ、学校医等の積極的な参画を
得ながら、学校種や児童生徒等の発達段階に応じた学
校安全計画自体の見直しを含むＰＤＣＡサイクルの確立
を目指す。」と明記されました。



「教育振興基本計画」 （閣議決定：令和5年6月16日）

「Ⅱ．今後の教育政策に関する基本的な方針」の、

「５つの基本的な方針」

「⑤計画の実効性確保のための基盤整備・対話」の中で、

（児童生徒等の安全確保）
○ 「第３次学校安全の推進に関する計画」に基づき、組織
的・実践的な安全対策に取り組むセーフティプロモーショ
ンスクールの考え方を取り入れ、全ての児童生徒等が、
自ら適切に判断し、主体的に行動できるよう、安全に関
する資質・能力を身に付けるとともに、学校安全に関する
組織的取組の推進、家庭・地域・関係機関等との連携・
協働、学校における安全管理の取組の充実等を推進す
る必要がある。」と明記されました。



「第３次学校安全の推進に関する計画」

（１）家庭、地域、関係機関との連携・協働の推進
・地域学校安全委員会やコミュニティ・スクール等の仕組み
を活用して、地域と協働して学校安全に取り組んだ学校
数

・学校安全に関する PTA の参画状況（安全点検、登下校
時の見守り活動等）

「４．学校における安全管理の取組の充実」
・児童生徒が安全点検に参加する活動を行っている学校数
・専門的な視点から、学校における具体的な安全点検の方
法、体制を構築している学校設置者数

・重大事故の予防のためのヒヤリハット事例に関する校内
での定期共有の状況



(1)ヒヤリハットの入力

玄関近くのモニター Chrome bookでの入力画面

【大阪教育大学附属池田中学校の実践事例】

ヒヤリハットシステムを活用した安全な学校作り



【大阪教育大学附属池田中学校の実践事例】

ヒヤリハットシステムを活用した安全な学校作り



【大阪教育大学附属池田中学校の実践事例】

ヒヤリハットシステムを活用した安全な学校作り



(2)生徒会安全委員の取り組み

毎金曜日の終礼に安全委員がヒヤリハットの入力を呼びかけ、入力してもらう

⇒集計を円グラフなどを使い、ポスターにまとめ、次週で生徒への注意を促す

【大阪教育大学附属池田中学校の実践事例】

ヒヤリハットシステムを活用した安全な学校作り



(3)授業でデータ分析 （保健体育科）

【大阪教育大学附属池田中学校の実践事例】

ヒヤリハットシステムを活用した安全な学校作り



(4)改善案の作成 （校内ピクトグラム）
ピクトグラムの作成 （総合：2年生）
・周囲への意識を高める ・けがを減らす

【大阪教育大学附属池田中学校の実践事例】

ヒヤリハットシステムを活用した安全な学校作り



【大阪教育大学附属池田中学校の実践事例】

生徒対象 普通救命講習を活用した安全な学校作り



【大阪教育大学附属池田中学校の実践事例】

生徒会 部活動事故対応訓練を活用した安全な学校作り



数学の力で、学校と地域の命を守る
数学科×安全： 「ボロノイ図を用いたAED適正配置の探究」

「守られる生徒」から、科学的根拠を持って「安全を創り出す生徒」へ

【大阪教育大学附属池田中学校の実践事例】



【高槻市立第三中学校の実践事例】



各教科等×安全 【高槻市立第三中学校の実践事例】



【高槻市立第三中学校の実践事例】

※ 既習の「住生活の学習」と関連付けながら
「幼児とのよりよい関わり方」を実践したもの



【高槻市立芝生小学校の実践事例】



【高槻市立芝生小学校の実践事例】



【高槻市立丸橋小学校の実践事例】



【高槻市立丸橋小学校の実践事例】



【高槻市立寿栄小学校の実践事例】



【八街市立朝陽小学校の実践事例】



【石巻市立渡波小学校】【石巻市立桃生小学校】

【石巻市立牡鹿中学校】

児童生徒による校内安全点検

【宮崎県立高鍋農業高等学校】



【大阪教育大学附属池田小学校】
救命救急訓練

【石巻市立住吉小学校】
着衣泳訓練

【石巻市立渡波小学校】
マイタイムラインの作成

【台東区立金竜小学校】
ICTを活用した安全マップづくり



【宮崎県立門川高等学校の実践事例】

応急担架作成訓練

町内小中学校下校時一斉
避難訓練の協力

小学校での防災教育への協力防災カードゲームの開発



【宮崎県立佐土原高等学校の実践事例】

近隣小中学校で開発したアプリを利用した出前授業

通学路危険個所共有アプリ
「ミチテラス」の開発

防災アプリ
「SHS災害.info」の開発



（％／児童・生徒）

＊：日本スポーツ振興センターの災害共済給付の給付状況に関する
小・中・高等学校分の4年間の統計情報をもとに算出

図.SPS活動期別にみた平均災害共済給付申請割合
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【石巻市立住吉小学校】
地域ボランティアによる校内安全点検

【石巻市立渡波小学校】
学校区パトロール

【台東区立金竜小学校】
PTA・地域協力者の登下校の見守り

【平塚市立土屋小学校】
交通安全協会による登下校指導



4．高槻市の学校安全のこれから

②コミュニティ・スクールの仕組みを活用した協働的な取組

的な方針を承認する
議する■

■ 者評価を行う

安全委員会

＜役割＞
■子どもの安全に関わる事項について共有
■学校安全計画の策定・実践・評価について助言
■学校安全に関する協働的な取組の推進

高槻市教育委員会 大阪教育大学

協定

協定
取組支援

成果普及協力

協定

協議会学校運営

<役割>
■校長の示す学校運営に関する基本

学校運営に必要な支援に関して協
学校評価の実施にあたり、学校関係

【令和6年度のSPS認証校区（第三中学校区）の重点取組】

「安全協働学区」
（大阪教育大学第4期中期目標・計画）

中学校区の「めざす子ども像」の実現（重点取組の１つ：安全・
安心な学校づくり）に向けて、ＳＰＳ活動を共有しつつ、それぞれ
の学校・家庭・地域が学校安全を協働して推進していく取組

協働学区で実施した教職員訓練および研修会

協働学区安全委員会 協働学区で授業交流

■協議の結果に関する情報を5地指域標住の民実等現に提へ供するよう努める など

（1.組【参織考2：.中地方期教目育標行/中政期の計組画織及3.びPD運CA営展に開関す4.共る法有律と発第信４5７.条育の成５と継よ続り）】

【安全協働学区協定の締結：2025年2月27日】



合同型学校運営協議会における安全推進

安全協働学区安全委員会での安全推進を目指した「熟議」



 石巻市立住吉中学校安全協働学区の組織については、本市における既存の組織である「学校運営協議

会」「地域防災連絡会」の仕組みを生かし、「安全委員会」を以下のとおり位置付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「学校運営協議会」は学校安全に係る方向性を提案し、「安全委員会」では具体的な取組の検討・実践を行う。 

 

住吉中学校学校運営協議会 住吉小学校学校運営協議会 開北小学校学校運営協議会 

市教委 

住吉中学校地域防災連絡会 住吉小学校地域防災連絡会 開北小学校地域防災連絡会 

住吉小学校 

（ＰＴＡ・各地区） 

住吉中学校 

（ＰＴＡ・各地区） 

開北小学校 

（ＰＴＡ・各地区） 

住吉中学校安全協働学区安全委員会 

（兼「地域防災連絡会全体会」） 
関係機関 

【安全協働学区協定の締結：2026年2月17日】

石巻市立住吉中学校安全協働学区
コミュニティ・スクールの仕組みを活用した協働的な取組



セーフティプロモーションスクール（SPS）の
認証支援校と認証校について

認証支援校とは；
セーフティプロモーションスクールの７つの指標を
参考に、７つの指標に関わる活動を開始した学校

認証校とは；
セーフティプロモーションスクールの７つの指標の
うち、指標①と指標②を策定し、指標③～指標⑦
のPDCA-Sサイクルに関わる活動の展開が確認
された学校



セーフティプロモーションスクールの認証校園の状況（2026.10.16）

【宮城県】
石巻市立鮎川小学校
石巻市立広渕小学校
石巻市立万石浦小学校
石巻市立渡波小学校
石巻市立湊小学校
石巻市立石巻小学校
石巻市立桃生小学校
石巻市立和渕小学校
石巻市立大街道小学校
石巻市立住吉小学校
石巻市立開北小学校
石巻市立住吉中学校
石巻市立青葉中学校
石巻市立湊中学校
石巻市立河北中学校

【宮城県】
石巻市立河南東中学校
石巻市立牡鹿中学校
石巻市立渡波中学校
石巻市立桃生中学校

【東京都】
台東区立金竜小学校

【千葉県】
八街市立朝陽小学校
八街市立八街北中学校
八街市立八街北小学校

【神奈川県】
平塚市立土屋小学校



【大阪府】
大阪教育大学附属池田小学校
大阪教育大学附属池田中学校
大阪教育大学附属高等学校池田校舎
大阪教育大学附属特別支援学校
大阪教育大学附属幼稚園
大阪教育大学附属平野小学校
大阪教育大学附属平野中学校
大阪教育大学附属高等学校平野校舎
大阪教育大学附属天王寺小学校
大阪市立堀江小学校
大阪市立新高小学校
高槻市立寿栄小学校
羽曳野市立羽曳が丘小学校
河内長野市立石仏小学校
河内長野市立加賀田小学校
高槻市立芝生小学校
高槻市立丸橋小学校
高槻市立第三中学校

【大阪府】
大阪市立瓜破中学校
寝屋川市立中木田中学校
大阪府立中央聴覚支援学校
大阪府立西浦支援学校
大阪府立東淀川支援学校
あけぼのほりえこども園

【奈良県】
上牧町立上牧第二小学校
上牧町立上牧第二中学校
葛󠄀城市立新庄小学校
葛󠄀城市立新庄北小学校
葛󠄀城市立忍海小学校
葛󠄀城市立磐城小学校
葛󠄀城市立當麻小学校
葛󠄀城市立新庄中学校
葛󠄀城市立白鳳中学校



【宮崎県】
日向市立細島小学校
門川町立門川中学校
宮崎市立久峰中学校
日南市立飫肥中学校
高鍋町立高鍋東中学校
高鍋町立高鍋西中学校
延岡市立南中学校
串間市立串間中学校
宮崎県立門川高等学校
宮崎県立佐土原高等学校
宮崎県立日南高等学校
宮崎県立高鍋農業高等学校
宮崎県立延岡工業高等学校
宮崎県立富島高等学校
宮崎県立福島高等学校

〔日本国内で計83校園を認証〕

【京都府】
京都市立養徳小学校

【兵庫県】
丹波篠山市立古市小学校
兵庫県立東播磨高等学校
小野市立小野特別支援学校
関西国際学園 神戸校
認定こども園七松幼稚園

【岡山県】
矢掛町立中川小学校

【高知県】
宿毛市立山奈小学校
高知市立旭小学校
黒潮町立南郷小学校



セーフティプロモーションスクール認証支援校

〔日本国内外で計11校園を認証支援中〕 2026年10月22日時点

【宮城県】
石巻市立蛇田小学校
石巻市立二俣小学校

【京都府】
城陽市立今池小学校

【大阪府】
大阪市立東小橋小学校
宮山幼稚園
河内長野市立加賀田中学校

【兵庫県】
小野市立河合小学校

【宮崎県】
新富町立富田小学校
串間市立大束小学校
宮崎県立児湯るぴなす支援学校

【在外日本人学校】

深圳日本人学校



地域別にみたセーフティプロモーションスクール数

認証校 認証支援校

日 本 83 11

中 国 50 25

タ イ 16 15

イギリス 2 3

台 湾 1 -

計 152 54

《2026.10.22》



セーフティプロモーションスクールの活動は、

学校における「安全・安心への共感と協働」を

基盤として、子どもたちが10年・20年先の

地域の安全・安心を担う人材（安全協働人材）

へと成長してくれることを目標としています。

安全・安心の持続可能な発展
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